
テーマ これからの市民活動の

　　　　　　  コラボレーション

主催：協働の推進・情報発信チーム
　柏市 協働推進課　市民活動サポートコーナー

問合せ・申込：市民活動サポートコーナー　04-7163-1143 (窓口 9:30-17:45 月曜休)

\ 2022 新企画が始まります /

【申込方法】
2月16日（水）10時～受付開始
①お名前、②連絡先（携帯番号、メールアドレス）、
③所属団体、④希望する参加形態（会場orオンライン）
を明記し、市民活動サポートコーナーへ、電話か
✉sksc@city.kashiwa.chiba.jp、にてお申込みください
※左記申込フォームからも受付できます

※当イベントは、新型コロナウイルス感染拡大の状況により、内容変更もしくは中止になる場合があります。
　予めご了承ください。

【日時・場所】

令和４年３月１１日（金）

16：00～17：30
パレット柏 多目的スペースＡ

日頃の活動の様子をきいてみよう
（市民活動団体・活動紹介）

★ NPO法人 balloon　鈴木亮平  さん

★ チーム・ばんばん　弓削規子  さん

★ KIKAI（柏ワカモノプロジェクト）　染谷菜摘  さん　

　　みんなではなそう、協働・コラボのこと

（意見交換会）

　「協働って何？」「どうしたら上手くいく？」等、

　   これからの市民活動のカタチとなる、

　　コラボ（協働）について話し合います。

　　　　コーディネーター：所  英明 さん

　　　　　　　（本活倶楽部／情報発信チーム）

KASHIWA 
コラボ パーティー 2022

\ 会場・オンライン 参加者募集 /
              （※会場参加のみ 定員あり 先着10名）

さまざまな市民活動を知りたい、
団体同士のコラボに興味のある方、注目！

申込フォームは
↓こちら

mailto:sksc@city.kashiwa.chiba.jp


\ ゲストの紹介 /
NPO法人 urban design partners balloon

　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木亮平 さん）

高齢化社会、環境配慮型社会を迎える中で、社会が縮小す
る過程をデザインし、必要とされる「機能」を動かして
（＝たなカー）、「空き」をデザインする（＝ぷらっと）こと
で、人口や都市の縮小の時代の豊かな暮らしを描こうとい
う新しいアプローチで地域の課題を解決するNPO法人。
現在、柏市西原地域のふうせん広場で、地域の子どもた
ち、大学院生、地元の市民活動団体等とカシニワ制度を
使った「地域の庭」をつくる活動を行っている。
http://www.tanacar.co.jp/

チーム・ばんばん（弓削規子 さん）

平成30年に設立した市民公益活動団体。歌声サロン・お
しゃべり喫茶の定期的な開催を行い、赤ちゃん連れのマ
マからシニアまで地域の皆さんに声掛けをし交流してい
る。令和3年度より、柏市社会福祉協議会・通いの場事業
の団体として、柏市西原地域・新青田ふれあい会館にて
「ふれあいサロンもっく」を運営。また、ふうせん広場
ではNPO法人balloonと連携し活動を行っている。
http://kashiwanpo.genki365.net/gnkk07/mypage/m
ypage_group_info.php?gid=G0000572/

KIKAI ～カシワワカモノプロジェクト～（染谷菜摘 さん）

35歳未満の柏の若者たちを中心に、「柏のために何かしたい」
「恩返しがしたい」「柏が好き・大好き」という想いを持つ若者
たちが集う、新たな柏のチャンスを探求する次世代実験コミュニ
ティ。「KIKAI」とは、読み（音）の「機会（チャンス）」と、
「柏」のもうひとつの漢字「檞（かしわ）」を「木」と「解」に分
けて「きかい」、また、「解＝答え」として、柏の中には新たな
チャンスや答えがあるという意味が込められている。
https://kashiwa-kikai.com/

協働の推進・情報発信チームとは？【活動のあゆみ 紹介】

柏市では、2019年度より、市民公益活動団体の有志メンバーと協働の推進・情

報発信チームを結成し、多くの人に分かりやすく協働のまちづくりを伝え、興味

を持ってもらえるよう、様々なことを発信しています。

2019年度　「わかる！はじめる！協働のまちづくりハンドブック」

作成・発行（左写真）

2020年度～ 協働事例の収集・発信　協働ってなあに？活動を聞きに行く

（“協働”の視点でレポート。HPかしわん、ぽっ？にて連載）

2022年　　  新企画　KASHIWA コラボパーティー 2022 開催　


